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平城京跡から出土 した碕仏

平城京右京二条三坊十一坪 奈良市菅原町

平城京左京三条二坊九坪 奈 良市二条大路甫一丁 目

平成 12年度 に､平城京跡で行った2箇所 の発掘

調査で縛仏が 1点ずつ出土 しました｡

平城京右京 二条三坊十一坪 (右図-1)

近鉄西大寺駅から約0.6km南西で実施 した調査

です｡十一坪の南西隅にあた ります｡ ここでは､
つはざかIJL

古墳時代 の溝3条､奈良時代 の十 一 ･十二坪坪境
こう じ はったてtlLらたてt)の へい
小路 ･同北側満､掘立柱建物10枚､脱立桂塀6条､
どこう
上坑2､井戸3基､平安時代以降の掘立柱建物2棟､

溝11条などが見つか りました｡これ らの退柄は重

複関係か らみて少な くとも6時期以上の変遷が考

えられ ます｡硝仏は奈良時代 の遺物包含 層から1

点出土 しました｡

平城京左京 三条二坊九坪 (右図-2)

奈良市役所の駐車場で実施 した調査 です｡九坪

の北東部にあた ります｡ここで は､奈良時代より

前の溝1条､奈良時代 の掘立桂建物2棟､掘立柱塀

3条､土坑2､井戸3基､溝8条などが見つか りまし

た｡これ らの遺構は重複関係か らみて少なくとも

2時期以上の変遷が考 えられます｡碍仏 は奈 良時

代の整地層から1点出土 しました｡

平城京内碑仏出土地

平城京域では､鱒仏が7箇所か ら出土 していま

す｡それは下表の通 りです｡奈良市 内では､はか
あ 19 だ.' さ ん じ あ み だ たに は い じ か と ラ

に､敷島町阿弥陀山寺跡 (阿弥陀谷廃寺)で火頭
けい ほ うけいさん t'ん みさきざ
形三樽仏 と方形三 尊縛仏 ､秋篠町 ･山陵町の秋

じ ゅう に モん れ んX

篠 ･山陵遺跡で十二尊連坐碍仏 ､大和田町滝寺遺
どくそん

跡で独尊碑仏 ?､古市町の古市方形境で方形三尊

騰仏が出七しています｡

平城京内出土の碑仏

遺 跡 名 出土 地 種 頬 名

1 平城京跡(右京二条三坊十一坪) 奈良市菅原町 十二尊連坐叫仏

2 平城京跡 奈良市二条大路南1丁目 小型方形三尊璃仏
(左京三条二坊九坪) (奈良市役所)

3 西大寺旧境内 (西塔跡) 奈良市西大寺芝町 十二尊連坐碑仏

4 西隆寺旧境内 (塔跡) 奈良市西大寺本町 十二尊連坐璃仏

5 唐招提寺旧境内 (戒壇院跡) 奈良市五条町 小型独尊碍仏

6 平城京跡 奈良市北魚屋西町 小型方形三尊神仏
(左京二条七坊三坪) (奈良女子大学)

7 興福寺旧境内 (南香隅) 奈良市登大路町 十二尊連坐碑仏
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平城京右京二条三坊十一呼 出土樽仏

れル ぎ

連坐碑仏 と呼 ばれ るものです｡連坐碑仏 には､

四尊の ものと十二尊のものがありますが､四尊は

上下､左右 ともに2体ず つ､十二尊は上下3段に､

左右4列に並 べたものです｡今回出土 したものは､
じ qJうl.:そん rLんざ
十二尊連坐碑仏で､十二尊 のうち､二尊分が残存

してお り､高さ6.4cm､幅7.1cm､厚さ1.7皿です｡

十二尊分すべて揃っていますと､高さ約 18.OLln､
;1I

幅約 14.0cmに復元できますO尊像は蓮華座上に結
か ふ ぎ いん
蜘鉄座･1)して､印を結んでいるものと思われます｡
の う え へんたん う けん こうはい
納衣12)は偏担右肩13)にまとっています｡光背には
す こ ) しんこう か えん
頭光 と身光があり､ともに火炎が施されていますO

てんがい
頭光の上には天蓋･4'があります｡それぞれの尊像

の間は､凸線で区画されています｡

事l)あぐらに近いのですが,必ず足の蕪は上に向けます.

*2)体に巻き付ける布のこと｡

+3)左の肩だけに布を巻き付け､右の肩 をあらわにする｡

*4) 日光をさえぎるために,貴人にさしかけられる傘のよ うな

もの.

拓本は実大

平城京左京三条二坊九坪 出土碍仏

は )けいさん モん ちdJうそん
小型方形三尊碍仏 と呼ばれる ものです｡中尊 と

わき l=
向かって左の脇侍部分が残存 しています｡高さ5.0

たちはなでL-) かわはら

LTn､幅3.9cm､厚さ1.l(mですO橘寺旧境内や川原

寺跡 (奈良県 明日香村)から出土 している方形三

尊縛仏は､高さ22.0cm前後､幅18.0(皿前後の大き

さで､これに比べて小 さいことか ら小型を付 して
せ ん r3 ざ い ざ いん

呼びます｡中尊は畳字座●5) に椅座~6)して､印を結

んでいるものと思われます｡両足で蓮華座を踏ん
の う よ_ へ ん Iiん う けん

でいます｡納衣は偏担右肩にまとっています｡首

から とは欠損 して います｡向か って左の脇侍 は､

全体に摩滅や欠損が激 しいので､詳細はわか りま

せんが､蓮華座 上に立ち､左手で何かを持 ってい

ることが確認で きます｡中尊の左側には､右の脇

侍の右手と思われるものが見えます

♯5)仏像がのる台の一つ､全体の形が r電 ｣の字 に似ているこ

とか らそう呼ばれます .

*6)椅子に腰掛けるよ うに座ることt､

碕仏とは､蒜 に粘土をつ誓 書炭塵!?の仏像を作 ｡､- ら粘土を取 ｡出して乾
燥させ､それを焼 いて作ったものです｡金箔や銀箔を貼った り､彩色した りします｡最大の利

点は型を使用 しますか ら､同じものを簡単にしか も人量に作ることができる ということです0

日本で碑仏が盛ん に作 られるようになるのは､7世紀後 半か ら8世紀中頃にかけてですO7世紀

後半より古いものはまだ知 られていません｡奈良時代 よりあとの時代の ものもありますが､数
t3ん じ .i-つ

的にみる とごくわずかしか ありません｡用途につ いては､塔堂内の壁面を飾るもの､念持仏 と
す し

し て用 いられた もの､厨子 の奥壁や扉につ けて用い られたものではないかという3つの考 えか

たがあります｡今回､平城京内から出上 した碍仏 は､数が少ないことか ら考える と､念持仏と

して使われたのではないかと思われます｡
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